
「Challenge（チャレンジ）！」 
「Colorful is wonderful（カラフル イズ ワンダフル）！」 
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     風薫る ５月    

今年は、5月5日が『立夏』。暦の上では、夏を迎えました。朝晩は肌寒くても、日中は、半袖で過ごせる日も増え、休

み時間に鬼ごっこをすると、「暑い～。」「汗が出る。」という声もよく聞かれるようになりました。学校から辺りを見渡すと、

新緑が眩しく、校庭の桜の木にも緑の葉が生い茂り、季節が移り変わっていっていることを感じることができます。 

  ゴールデンウィークを終えた子どもたちは、話したいことがたくさんあったようで、今朝のトークタイムは、それぞれのグ

ループで話が盛り上がっていました。大きな病気や怪我の連絡もなく、9人揃って登校できていることを何より嬉しく思っ

ています。連休中の各ご家庭でのご配慮に感謝いたします。ありがとうございました。 

  5月は子どもも大人も新年度スタートの疲れが出やすいときです。意識して休憩、休息を取りながら、引き続き、元気

に過ごしたいと思います。 

 告知放送に チャレンジ！ 

5月9日(木)クリーン作戦と5月15日(水)KASHIMURA共学講座の告知放送に5月2日(木)の昼休みにチ

ャレンジしました。1年生は、告知放送デビューです。どの部分を担当するかも事前の話し合いで決めました。話し

合いの時には、お休みをしていた1年生のことを考えて、自分が言いたかったところを譲ってあげた人もいました。

どれだったら1年生が言いやすいかを考えてくれた人もいました。そんな子どもたちの姿から、お互いを理解しな

がら生活していることをひしひしと感じ、相手を思いやる優しさに胸を打たれました。 

本番前は、かなり緊張していたようですが、今年度1回目の告知放送は、大成功でした。9人で分担して、頑張

りました。初めてだった1年生も何度も練習した成果がばっちり出ていました。2年生以上の人は、昨年度までの

経験を活かし、まるで、アナウンサーが原稿を読んでいるかと思うような、抑揚のついたプロのような上手さでし

た。子どもの声を聞いて、「ええなあ。元気が出る。」という声を届けてくださった方もおられ、嬉しい限りです。今

後もチャレンジしていきます。 

やったあ！大成功！！ 

https://www.city.maniwa.lg.jp/site/kashimura-es/


  

 

 

環境整備に尽力 ～ありがとうございます～ 

今年度より業務アシスタントとして、丸尾竜則さんが来てくださっています。5

月21日の新体力テストに向けて、運動場の整備をしてくださっています。とても

丁寧に草取りや整備をしてくださり、してくださった部分が見違えるようにきれい

になっています。子どもたちも休み時間には近寄って一緒にさせてもらったり、草

を集めてみたりしている様子。丸尾さんからは、「子どもたちがよく挨拶をしてく

れるので嬉しいです。」と教えていただきました。私も嬉しい気持ちになり、給食

の時間に子どもたちにも紹介をしました。 

また、花壇の草取りをしてくださっているのは、校務の竹中先生です。この日は

暑い日でしたが、根気強くきれいにしてくださいました。 

気持ち良く学校生活を送ることができます。ありがとうございます。 

バードウォッチング  ～５月７日(火) １・２年生～  

  今年度も落合野鳥の会の宮林英子さんを講師にお迎えし、１・２年生が学校周辺で、バードウォッチング

を行いました。この学習は、「自分たちが住んでいる周りの野鳥や虫などの生き物に関心をもち、私たち人

間は、自然に守られて暮らしていることを学ぶ」というねらいがあります。 

    この日は、たくさんの種類の鳥は見られなかったようですが、スズメ、キセキレイ、コシアカツバメ等、よく学

校の周りを飛んでいる鳥を双眼鏡で見ることができたようです。この学習後には、運動場にいる鳥を見て、「

○○だね。」飛んでいる鳥を見て、「○○がやってきた！」等、鳥への関心が高まっているのを感じます。 

    講師を務めてくださった宮林さん、お世話をしてくださった福井さん、大変ありがとうございました。 

よく働きます！ 

新年度がスタートして約1ヶ月が経ちます。掃除時間はもちろんのこと、毎週木曜日

の朝には、朝掃除をしている子どもたち。長い廊下掃除もトイレ掃除も1年生から経験

します。この1ヶ月間、上の学年の人が優しく教えている姿を何度も目にしました。とても

すばらしい伝統だと感じています。廊下の雑巾がけは、簡単そうに見えて、筋力をしっか

り使うハードな掃除です。何往復もする子どもたちに本当に頭が下がります。ハードで

すが、良いこともあって、体力アップに繋がる掃除でもあります。 

自分たちが使う学校を自分たちできれいにする伝統、先輩から後輩へやり方を伝え

る伝統、ぜひ繋いでいきたいものです。 

掃除終了後、ふり返りをします。 


